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１. はじめに

道路建設事業においては、動植物の生息生育環境

の消失、縮小、移動経路の分断をもたらす可能性が

あるため、建設に際しては、その影響の程度に応じ

て適切な環境保全措置を講じる必要がある。 

本稿では、国土交通省北海道開発局釧路開発建設

部釧路道路事務所で取り組んでいる保全対策の一つ

として、キタサンショウウオ（Salamandrella 

keyserlingii）の保全対策の取り組み、およびその結

果について報告するものである。 

 

２. キタサンショウウオとは 

キタサンショウウオは、日本では釧路湿原（ほか

に北方領土の国後島の湿原域）でのみ生息する小型

サンショウウオの一種である。全長は11～13cm、体

色は全体的に褐色で、背面の頭部から尾部にかけて

金色の太い帯がある1,2）(写真-1参照)。このため、釧

路市の天然記念物に指定されているほか、絶滅のお

それのある野生生物として、環境省のレッドリスト

で準絶滅危惧種、北海道のレッドデータブックで絶

滅危惧種に指定されている。 

 

３． キタサンショウウオの保全の取り組み 

本種は、釧路市の天然記念物であることから、保

全対策の実施に当たっては、釧路市文化財保護審議

会に適宜承認を得ながら進めている3）。また、学識経

験者からなる保全対策検討会を設立し、環境影響に

配慮した道路構造や工法の検討を行い、可能な限り

産卵地の回避や影響の低減につとめている。本事業

における主な保全対策は、以下に示すとおりである。 

 

1）橋梁による保全 

本種の主要な生息域については、産卵地（湿地）

及び越冬地を保全範囲として、橋梁による保全対策

を実施した。なお、橋梁架設工法にあたっては、本

種の生息地である地上部を改変しない送り出し工法

を採用し施工した(写真-2参照)。 

 

2）礫置換工法による湿原（キタサンショウウオの生

息環境）の保全 

本種の生息範囲は、礫置換工法による対策を実施

している。礫置換工法とは、盛土沈下部の一部を礫

層に置換し、沈下後の礫層を通水層とし、盛土前後

で地下水流動量を維持する工法である。 

 

写真-1 キタサンショウウオ 

 

 

写真-2 橋梁による保全対策（送り出し工法） 
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３． 保全対策結果（工事実施後の状況） 

本種の生息地については、工事前から生息状況や

水位・水質のモニタリング調査を実施している。 

 

1) 卵のう確認状況 

生息地における卵嚢確認数を毎年同時期、同じ努

力量で調査し、経年変化を把握した。その結果、確

認数は工事前から安定し推移している。（図-1参照） 

 

2) 水位・水質の状況 

工事にあたっては、過年度より自記水位・水質計

によって水位、水温、ｐH、DO、EC、濁度を測定

し、工事による影響を監視した。 

自記水位計とアメダス（釧路）の降水量について

整理した結果、平成25年度は礫置換部の沈下が進み、

地下水流動上流側も下流側の水位に近づいた。また、

水質については、平成18年の工事着手よりこれまで、

一時的な変化は見られるものの、測定値はほぼ工事

前の変動幅内となっており、工事前の状況から著し

い変化は見られていない。（図-2参照）また、工事箇

所周辺の植生についても、変化はほとんど確認され

ていない。 

なお、次年度以降もモニタリング調査を継続実施

していく予定である。 

図-1 卵のう確認数の経年変化 

 

 
写真-2 工事実施状況 （平成25年度） 
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注）網掛けは、工事前の変動幅 

図-2 地下水位変動状況（平成25年度） 
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注）網掛けは、工事前の変動幅 

図-3 水質（EC電気伝導度）変動状況 

（平成25年度） 

 

４.  おわりに 

両生類の環境保全対策は、移植による保全が一般

的であるが、今回、より環境に配慮した生息地の保

全手法および保全対策結果について紹介した。本報

告におけるキタサンショウウオの環境保全対策の知

見が、今後の環境配慮に活用されることが望まれる。 

 

参考文献 

1)  佐藤孝則・松井正文（2013）「北海道のサン

ショウウオたち」 

2)  佐藤孝則（1993）「釧路湿原自然ガイド キタ

サンショウウオ」(財)日本鳥類保護連盟 

 3)  太田政一（釧路開発建設部釧路道路事務所）

ほか（2002年）「キタサンショウウオの生息地

保全に向けての試み」第1回 野生生物と交通 

研究発表会 

鶴野地区

249

503

1134

330
443

381132 169

653

274

451

332

392

117

376 336

0

200

400

600

800

1000

1200

H9 H10 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
(年)

(対)

土木学会第69回年次学術講演会(平成26年9月)

 

-106-

 

Ⅶ-053

 


